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Pick Up
今月のイベント

　

観
音
寺
川
桜
ま
つ
り
は
４
月
21
日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
川
桁
地
区
の

観
音
寺
川
桜
並
木
周
辺
で
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
ま
つ
り
の
会
場
で
は
、
川
桁
謡

真
鼓
楽
会
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
や
バ

ン
ド
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
音
寺
川
桜
並
木
は
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
な
ど
約
２
０
０
本
が
川
の
両
岸

に
約
１
㌔
に
わ
た
っ
て
植
え
ら
れ
、

清
ら
か
な
観
音
寺
川
の
流
れ
を
包
み

込
む
よ
う
に
桜
の
花
が
広
が
り
ま
し

た
。
今
年
は
例
年
よ
り
も
桜
の
開
花

が
早
く
、
観
音
寺
川
桜
並
木
で
も
４

月
20
日
頃
か
ら
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
商
工
会
青
年
部
と
Ｏ
Ｂ

有
志
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
七
色
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
桜
並
木
を
色
鮮
や
か
に
照
ら
し
出

し
ま
し
た
。
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今月の表紙
町営磐梯山牧場の桜並
木です。満開の桜が道
路を覆い隠すように咲
き誇り、桜のトンネル
ができていました。枝
の間から見える青空と
桜のコントラストがと
てもきれいです。

【撮影日】４月 23 日
【撮影場所】　町営磐梯山牧場

【目次】

大勢の花見客でにぎわう観音寺川桜並木

きれいな猪苗代湖を後世に

　町、県と県産業廃棄物協会による「猪苗代湖クリーン
アクション 2018 vol.1」は４月 14 日、天神浜などで行
われ、町内外から集まった約 390 人が清掃活動に取り
組みました。開会式は天神浜駐車場で行われ、前後公町
長が「猪苗代湖は福島県の重要な資源です。町としても、
クリーンアップ活動など今後も水環境保全事業を進めて
いきます」とあいさつを述べました。
　参加者は４班に分かれてそれぞれ天神浜、松橋浜、青
浜、小黒川河口付近に移動。延べ約３㌔にわたって湖岸
に打ち上げられたごみを丁寧に拾い集めました。
　環境省の全国湖沼水質ランキングで平成 14 年から４
年連続日本一に輝いた猪苗代湖。平成 21 年からは大腸
菌群が環境基準を超過し、ランク外が続いていますが、
猪苗代湖の水質保全に向けた取り組みは年々広がりを見
せ、現在では行政や環境保全団体の他、学校や企業など、
さまざまな団体が清掃活動などに取り組んでいます。
　会津若松市から参加した松長小４年の金澤昊

こう

希
き

さんは
「いろいろなごみが落ちていました。猪苗代湖をいつま
でもきれいにしたいです」と話しました。

猪苗代湖クリーンアクション 2018 vol.1

1_ 天神浜周辺に打ち上げられたゴミを丁寧に拾い集める参加者
ら　2_ 猪苗代湖北岸での清掃活動の様子　3_ 親子で清掃活動に
参加した金澤典子さん（左）と昊希さん

1

2 3

失敗を恐れず挑戦を

　2015（平成 27）年にノーベル生理学・医学賞を受賞した大村
智北里大学特別栄誉教授の講演会は４月 14 日、学びいなで開か
れ、町内外の中高生ら約 500 人が聴講しました。講演会は、野
口英世博士没後90年を記念して野口英世記念会が主催しました。
　大村氏は「わたしの歩んできた道」と題して講演し、山梨県で
生まれ、ノーベル賞を受賞するまでの経緯を紹介。大村氏は「失
敗を恐れずに挑戦してほしい」と語りました。

ノーベル賞大村氏が学びいなで講演

講演する大村氏

野口博士を失った衝撃を紹介

野口博士が亡くなった当時の資料が並ぶ特別展

野口英世没後 90 年記念特別展

　野口英世記念館では、野口英世没後 90 年記念特別展Ⅰ「野口
英世博士逝去セラル～アフリカからの訃報～」を７月８日まで開
催しています。特別展では、野口博士が西アフリカ・アクラ（現ガー
ナ共和国）で黄熱病の研究中に亡くなった後、日本をはじめアメ
リカなど各国に訃報が伝わり、多くの人々が悲しみの中で語った
言葉や報道により、野口博士を失った当時の衝撃が紹介されてい
ます。また、野口博士直筆の書４点が初公開されています。
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教育総務課
副課長兼指導主事

教育総務課
主幹兼指導主事

植
う え

村
む ら

　信
まこと

　辞令交付式が行われた役場の正庁からお城山が見え、
幼き我が娘を連れて散歩やお花見をした昔の思い出が
よみがえり、懐かしさを感じながら辞令を頂戴し、身
が引き締まる思いがいたしました。山紫水明、自然豊
かな第二のふるさとで、子どもたちの健やかな成長と
町を発展させる人材育成に誠心誠意尽くす覚悟です。

職員紹介とあいさつ

子どもたちの健やかな
成長と町を発展させる
人材育成に尽力します

菅
す が

井
い

　明
あ き

人
と

　児童・生徒一人一人が個人生活における健康や安全
について関心を持ち、生涯を通じて主体的に健康な生
活を営むことができる能力や態度を育成することを目
指しています。体育を好きになることはもちろんです
が、体を動かすことが好きな児童・生徒が増えること
を願っています。

児童・生徒の体力向上
と競技力向上を目指し
ます

４月１日付けの人事異動による指導主事２人、新採用職員５人を
紹介します。職員紹介
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猪
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久

１
０
９
人
の
区
長
に
委
嘱
状
交
付

　

平
成
30
年
度
の
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月
４
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
、
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
、
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、
前
後
公
町
長
が
各
地
区
代
表
の
区
長
に
委
嘱
状
を
手
渡

し
、
町
政
発
展
の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
者（
敬
称
略
）

上
新
町　

河
内　

好
德
（
在
職
４
年
）

川　

上　

磯
谷　
　

渉
（
在
職
６
年
）

見
祢
山　

山
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景
敏
（
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職
５
年
）
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川　

山
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清
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（
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４
年
）

湊
志
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幸
司
（
在
職
４
年
）

新
屋
敷　

石
田
伸
一
朗
（
在
職
４
年
）

前後町長から感謝状を受ける河内さん（右）

明るく元気に町民の皆
さんの目線で業務に励
み、何でも相談してい
ただけるような職員を
目指します。

総
務
課

主
事　

菊
地 

俊し
ゅ
ん

総
務
課

主
事　

根
津 

秀ひ
で

章あ
き

農
林
課

主
事　

安
田 

昭し
ょ
う

平へ
い

企
画
財
務
課

主
事　

塩
谷 

隆り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

保
健
福
祉
課

主
事　

後
藤 

裕ゆ
う

紀き

皆さんの役に立てるよ
うに日々の努力を忘れ
ず、町に貢献できる職
員になれるよう頑張り
ます。

生まれ育った猪苗代町
に恩返しできるよう、
常に高い意識で職務に
あたります。よろしく
お願いします。

地元である猪苗代町の
町民の皆さんから信頼
していただける職員を
目指して、精一杯努力
します。

早く仕事を覚えてテキ
パキと仕事ができるよ
うになり、皆さんの役
に立てるように頑張り
ます。
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平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
、
町

の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
は
下
半
期
中
、
４
回
の
補
正
を
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額
は

80
億
１
１
７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す

る
収
入
割
合
は
85
・
77
％
、
支
出
割
合
は
90
・
24
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
な
ど
10
の
特
別
会
計
は
、
下
半
期
中
、
合
計
で
２
億
１
１
９
万
３
千

円
の
補
正
を
し
、
予
算
現
在
額
は
47
億
６
８
３
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
82
・
45
％
、
支
出
割
合
は

92
・
45
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■平成 29 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
（
平
成
29
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

６
億
３
３
３
５
万
９
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
２
０
万
２
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
６
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

１
３
９
万
９
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

６
１
７
万
５
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
４
万
９
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
８
万
４
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

１
億
９
６
９
８
万
０
千
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

７
５
６
万
６
千
円

▼
震
災
復
興
基
金

２
２
５
３
万
７
千
円

▼
小
野
弥
太
郎
記
念
育
英
基
金

１
６
５
５
万
７
千
円

▼
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基

金１
７
２
万
２
千
円

▼
教
育
施
設
整
備
等
基
金

３
億
４
１
１
７
万
７
千
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
７
万
８
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費	 

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
こ
ど
も
園
の
運
営

な
ど
に
使
う
お
金

総
務
費	 

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費	 

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
維
持

管
理
な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費	 

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

（
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
）

教
育
費	 

小
中
学
校
や
こ
ど
も
園

の
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 2,377 万 5 千円 2,326 万 9 千円 2,087 万 2 千円
翁島地区財産区 308 万 6 千円 246 万 7 千円 132 万 7 千円
長瀬地区財産区 1,774 万 3 千円 1,717 万 9 千円 921 万 7 千円
吾妻地区財産区 839 万 9 千円 840 万 3 千円 776 万 9 千円　

国民健康保険 19 億 4,383 万 5 千円 16 億 2,738 万 5 千円 17 億 9,047 万 2 千円
公共下水道事業 5 億    434 万 3 千円 3 億 9,161 万 3 千円 4 億 9,244 万 0 千円
特定環境保全下水道事業 1 億 3,790 万 4 千円 1 億 1,022 万 7 千円 1 億 3,468 万 6 千円
農業集落排水事業 1 億 6,003 万 7 千円   1 億 2,236 万 8 千円 1 億 5,687 万 2 千円
介護保険 17 億 9,615 万 2 千円 14 億 5,689 万 1 千円 16 億 2,405 万 8 千円
後期高齢者医療 1 億 7,305 万 5 千円 1 億 7,149 万 9 千円 1 億 7,078 万 7 千円

計 47 億 6,832 万 9 千円 39 億 3,130 万 1 千円 44 億    850 万 0 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 9,624 万 1 千円
民 生 1 億 5,001 万 1 千円
農 林 水 産 1 億 2,131 万 0 千円
商 工 841 万 6 千円
土 木 26 億 8,985 万 6 千円    

公 営 住 宅 5 億 6,931 万 5 千円
消 防 2 億 4,446 万 4 千円
教 育 13 億 5,819 万 6 千円
臨時財政対策債など 37 億 5,356 万 8 千円

特　　　別　　　会　　　計
公共下水道事業 29 億 5,191 万 8 千円                         

特定環境保全下水道事業 8 億 3,051 万 0 千円
農業集落排水事業 13 億 8,936 万 2 千円

地方消費税交付金　2 億 4,862 万 8 千円
地 方 譲 与 税             8,365 万 1 千円
利 子 割 交 付 金                146 万 8 千円
配 当 割 交 付 金                603 万 6 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　  451 万 3 千円
ゴルフ場利用税交付金             2,247 万 7 千円 
自動車取得税交付金             1,454 万 6 千円
地方特例交付金　　         321 万 9 千円
交通安全対策特別交付金　　       230 万 0 千円
分担金および負担金　    　 1,031 万 1 千円 
寄　　付　　金             9,268 万 0 千円
繰　　入　　金    3 億 5,731 万 7 千円

5 億    959 万 1 千円　　 
3 億 9,121 万 1 千円

7 億 53 万 9 千円
　　　　   0 千円

8 億 4,714 万 6 千円
  5 億 3,740 万 9 千円

4 億 4,757 万 4 千円
3 億 2,833 万 5 千円

2 億 4,335 万 1 千円
2 億 2,762 万 3 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （平成 29 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 7,074 万 5 千円 3 億     691 万 2 千円 6,383 万 3 千円
資　本　的 3,317 万 9 千円 1 億 4,316 万 5 千円 △ 1 億    998 万 6 千円

※資本的収支の不足額 1 億 998 万 6 千円は内部留保資金から補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　 91 億 9,137 万 7 千円

◎特別会計合計　 51 億 7,179 万 0 千円

●町債現在高合計
143 億 6,316 万 7 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 7,786 万 1 千円 7,799 万 1 千円 △ 13 万 0 千円
資　本　的 5,718 万 1 千円 5,718 万 1 千円 0 千円

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

12 億    349 万 5 千円
11 億 2,733 万 5 千円

9 億 8,012 万 7 千円
8 億 8,670 万 1 千円

  13 億 7,077 万 9 千円
  10 億 3,637 万 4 千円

4 億 6,798 万 6 千円
4 億 4,970 万 8 千円

3 億 9,757 万 6 千円
3 億 7,303 万 6 千円

3 億 5,056 万 5 千円
3 億 4,675 万 5 千円

5 億 1,127 万 4 千円
4 億 9,127 万 6 千円

1 億 2,258 万 1 千円
1 億    798 万 2 千円 

1 億   942 万 9 千円
                30 万 0 千円     

            1,285 万 2 千円

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
5,895 円

町たばこ税
7,468 円

軽自動車税
3,146 円

入湯税
2,541 円

みなさんが
納めた税金

予算総額は　　　　80 億 117 万 4 千円

10 億 727 万 2 千円
10 億 627 万 1 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 120,889 円

固定資産税
70,630 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　693 円

町民税
個人分
30,516 円

2 億 1,905 万 0 千円
2 億 1,905 万 0 千円

1 億 6,229 万 9 千円
1 億 5,981 万 8 千円

18 億 1,169 万 8 千円
17 億 9,478 万 6 千円

使用料及
び手数料

財産収入

教育費

地　方
交付税

農林水
産業費

国　庫
支出金

議会費
ほか

公債費

土木費

総務費

町　税

繰越金

諸収入

県支出金

民生費

3,569 万 3 千円
3,506 万 0 千円

予算現在額　30 億 2,423 万 3 千円   
収 入 済 額　31 億 7,166 万 9 千円

※網掛け部分は収入済額※網掛け部分は支出済額
予算現在額　15 億 8,951 万 9 千円   
支 出 済 額　13 億 9,461 万 4 千円

繰入金
ほか

町　債

衛生費

商工費

消防費議　会　費  
災害復旧費   
予　備　費
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有害鳥獣による被害軽減に向け

　町有害鳥獣駆除員および町鳥獣被害対策実施隊員委嘱状交付式
は４月５日、町役場で行われ、前後公町長が佐藤久人さんら 15
人に委嘱状を手渡しました。式では、前後町長が「緊急の出動や
わなの見回り、早朝からの活動など本人はもとより家族の皆さん
のご協力に感謝します。本町では、イノシシやニホンジカなどに
よる被害拡大が懸念されます。事故やけがに注意して活動してく
ださい」とあいさつを述べました。

町有害鳥獣駆除員へ委嘱状を交付

前後町長から委嘱状を受ける佐藤さん

アザラシに雪のプレゼント

雪だるまをプレゼントする中の沢保育所の子どもたち

中の沢保育所の子どもたちが雪だるまをプレゼント

　中の沢保育所さくら組の子どもたち４人は４月 19 日、いわき
市のアクアマリンふくしまを訪れ、アザラシに猪苗代町の雪をプ
レゼントしました。贈呈式では、アクアマリンふくしまの安部義
孝館長が「いわき市と猪苗代町の寒暖差により雪だるまプレゼン
トが実施できています。今後も雪だるまプレゼントを通じて両地
域の絆を深めていきたい」とあいさつ。中の沢保育所の子どもた
ちは安部館長に小さな雪だるまを手渡しました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

霜の被害から農産物を守る

　農産物を霜の被害から守るため、関係機関と連携して農家への
情報提供や対策技術の指導などを行う町防霜対策本部は４月 11
日、町農林課内に設置され、町防霜対策本部長の前後公町長と会
津よつば農業協同組合斎藤勝則あいづ東部営農経済センター長が
役場正面玄関に看板を掲げました。前後町長は「関係機関の皆さ
んには適切な指導による被害の未然防止にご協力をお願いしま
す」とあいさつを述べ、協力を呼びかけました。

町防霜対策本部看板掲額式

看板を設置する前後町長（左）と斎藤センター長

交通安全の誓い新たに

　春の全国交通安全運動出動式は４月５日、道の駅猪苗代で行わ
れました。式では、町交通対策協議会会長の前後公町長と増子次
郎猪苗代地区交通安全協会長、大髙新一猪苗代警察署長があいさ
つした後、ばんだい荘あおば和太鼓の会による和太鼓の演奏が披
露されました。また、小学校新入学児童の成田柊

しゅう

さん、野﨑愛
あ

泉
み

さん、鈴木菜
な

那
な

さん、伊藤駿
しゅん

さんと高齢者代表の小木良司郎さん、
晴山洋子さんが誓いの言葉を述べました。

春の全国交通安全運動出動式

誓いの言葉を述べる新入学児童たち

ブランド米をピザ生地に

　道の駅猪苗代では、ブランド米「いなわしろ天のつぶ」の米粉
を使用したピザを開発し、同道の駅内のレストランで販売してい
ます。メニューは「マルゲリータ」、「ねぎ海苔のり」、「ボスカイ
オーラ」の３種類です。米粉はピザ生地に３割程度配合。特注の
石釜で焼き上げたピザ生地は、ふっくら、もちもちとした食感が
特徴です。前後公町長は「地元６次化商品の魅力を全国に発信し
ていきたい」と話しました。

道の駅猪苗代で６次化メニューを販売

米粉を使用したピザをＰＲする前後町長（左）

野口キシさんが 100 歳に

　４月 12 日に 100 歳の誕生日を迎えた野口キシさん（三城潟）
への賀寿贈呈式は４月 13 日、いなわしろホームで行われました。
県会津保健福祉事務所の本田邦之健康福祉部長が知事賀寿と会津
漆器の木杯を贈呈。前後公町長が賀寿や記念品などを手渡した後、
いなわしろホームの菊川一雄施設長が花束を贈呈しました。
　次男の英二さんは「いなわしろホームの職員の皆さんの手厚い
介護に感謝します」と謝辞を述べました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

前後町長から賀寿を受ける野口さん（中央）

地域を守る消防団員に辞令

五十嵐団長から辞令を受ける消防団員

町消防団辞令交付式

　町消防団辞令交付式は４月１日、町役場で行われ、144 人の
消防団員に辞令が交付されました。
　新入団員を代表して第１分団の小板橋一平さんが「良心に従っ
て消防の義務を遂行します」と宣誓し、五十嵐幸夫団長から消防
団の法被を受け取りました。五十嵐団長は「町民の生命と財産を
守るため、有事に備えて日頃から訓練に励んでください」とあい
さつを述べました。

124 人の保健協力員に委嘱状

前後町長から感謝状を受ける卯月さん（左）

保健協力員委嘱状交付式

　保健協力員委嘱状交付式は４月 17 日、町役場で行われ、前後
公町長が各地区の代表者に委嘱状を手渡しました。席上、５年以
上在職し退任された皆さんへ感謝状が贈られました。感謝状贈呈
者は次のとおりです（敬称略）。　卯月信子（半坂）、野口豊子（南
真行）、渡部照子（相名目）、大川原貞子（湊志田）、星京子（田子沼）、
小池栄子（夷田）、長澤静子（明戸）、増子マチ子（小田）、大泉せ
い子（中の沢）、相原郁子（高森）

▼
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希望を胸に
入学・入園

スクールトピックス

　町内３中学校の入学式は４月６日に行われ、新入生 110 人
が希望を胸に新たな学びやの門をくぐりました。
　84 人が入学した猪苗代中学校では、武田光弘校長が「本校は、
野口英世博士の遺訓である『目的、正直、忍耐』を教育目標に
掲げています。目的、目標をしっかり持ち、日々努力してくだ
さい」と式辞。新入生を代表し、歌川千慧さんが「これからの
中学校３年間で、互いに励まし合いながら充実した中学校生活
を送ります」と誓いの言葉を述べました。

町内の小・中・高校やこども園では、４月６日と９日に入学式・入園
式が行われ、新入生たちが希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。

希望を胸に入学式に出席する新入生（猪苗代中学校）

期待を胸に式に臨む新入生（猪苗代高校）

記念撮影する新入園児ら（さくらこども園）

緊張した面持ちで入学式に臨む新入学児童（長瀬小学校）

希望を胸に学びやの門をくぐる

入学の喜びかみしめ
　町内６小学校の入学式は４月６日に行われ、１年生 105 人
が小学校での新生活をスタートさせました。
　このうち 12 人が入学した長瀬小学校では、吉田英俊校長が

「友だちと仲良く元気に登校しましょう」と式辞。児童一人一
人の名前が呼ばれた後、吉田校長が新入生代表の影山太一さん
に教科書を手渡しました。
　在校生を代表して２年生の児童が「これから一緒に仲良くし
ましょう。楽しく勉強しましょう」と歓迎の言葉を述べました。

期待を胸に新たな一歩
　猪苗代高校の入学式は４月９日に行われ、普通科 22 人、観
光ビジネス科 13 人の合わせて 35 人が期待を胸に新たな一歩
を踏み出しました。
　式では、佐藤京治校長が全員の入学を許可し「高校生活の３
年間で多くの経験を積んでほしい。最善の工夫と最大の努力で
己の道を切り開いてください」と式辞。新入生を代表し、普通
科の吉田睦さんが「自立した人間を目指し、日々努力します」
と誓いの言葉を述べました。

こども園でみんなと楽しく
　ひまわりこども園とさくらこども園の入園式は４月９日に行
われ、新入園児たちが楽しい園生活をスタートさせました。
　さくらこども園では、乳児部と幼児部の合わせて 35 人が入
園しました。式では、新入園児たちが保護者や来賓に拍手で迎
えられ入場。子どもたちは、自分の名前が呼ばれると大きな声
で返事をしました。渡部真理子園長が「皆さんは今日からさく
らこども園の園児です。先生のお話をよく聞いて、毎日元気に
こども園に来てください」と式辞を述べました。

　

４
月
か
ら
ひ
ま
わ
り
こ
ど

も
園
に
入
園
し
た
淳
司
く
ん
。

こ
ど
も
園
で
の
集
団
生
活
に

も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
毎
日
元

気
に
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い

ま
す
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
の
耕
平
さ
ん

（
小
学
校
３
年
）
は
自
動
車

が
大
好
き
で
、
淳
司
く
ん
も

自
動
車
に
興
味
を
も
っ
て
い

る
ん
だ
と
か
。「
鍋
の
ふ
た

を
ハ
ン
ド
ル
代
わ
り
に
し
て
、

お
兄
ち
ゃ
ん
と
レ
ー
ス
ご
っ

こ
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
」

と
マ
マ
の
三
起
子
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　

３
月
に
３
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
た
く
ま
し
さ
が
増
し

て
き
た
淳
司
く
ん
。
天
気
の

良
い
日
は
家
の
外
を
元
気
に

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
パ
の
修
さ
ん
は
「
二
人

と
も
我
が
家
に
と
っ
て
待
望

の
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
元
気

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
将

来
は
、
大
切
な
人
を
守
れ
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

カレーライスが大好きな淳司くん。家族みんなの愛
情を受けて、淳司くんはすくすくと成長中です。

平成 27 年３月生まれ
～中町　
修
おさむ

さん・三
み

起
き

子
こ

さんご夫妻の次男

渡邊　淳
じ ゅ ん

司
じ

　くん

お兄ちゃんの耕平さん（左）、ママと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

町
商
工
観
光
課
で
移
住
定
住
の

仕
事
を
担
当
し
て
い
る
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
國
分
健
一
郎
で

す
。
私
は
、
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
８
月
12
日
に
学
び

い
な
で
開
催
す
る
「
出
張
な
ん
で

も
鑑
定
団
in
猪
苗
代
」
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　

今
回
は
、
テ
レ
ビ
東
京
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
へ
三
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

①
出
張
鑑
定
は
１
０
０
人
以
上

か
ら
鑑
定
依
頼
が
な
い
と
開
催
さ

れ
ま
せ
ん
。
②
す
ご
い
お
宝
と
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
出

張
鑑
定
を
飛
ば
し
て
、
東
京
で
の

ス
タ
ジ
オ
収
録
と
な
り
ま
す
。
③

観
覧
に
当
選
さ
れ
た
人
は
、
会
場

で
何
か
ら
何
ま
で
こ
な
す
ア
シ
ス

タ
ン
ト
に
も
注
目
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

ち
な
み
に
私
は
、
猪
苗
代
湖
で

拾
っ
た
た
だ
の
石
で
応
募
し
ま

す
。
何
を
鑑
定
依
頼
し
よ
う
か
と

い
う
目
線
で
生
活
し
て
い
る
と
、

日
常
の
景
色
が
全
く
違
っ
て
見
え

る
の
が
と
て
も
面
白
い
で
す
。

　

８
月
12
日
、
会
場
の
学
び
い
な

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

猪
苗
代
観
光
協
会

☎（
62
）２
０
４
８

「
出
張
な
ん
で
も
鑑

定
団
in
猪
苗
代
」
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

地域おこし協力隊通信

國分 健一郎さん



広報 猪苗代  2018-5    1213    2018-5  広報 猪苗代

善意をありがとうございます

○町一般廃棄物協同組合
　　　　　　　　図書カード 10 万円分

　

　町一般廃棄物協同組合は４月 20 日、
和みいなの図書充実のため、町に図書
カード 10 万円分を寄付しました。同組
合では、町図書館の充実と青少年の育成
のため、毎年町に図書カードを寄付して
います。
　贈呈式は同日、町役場で行われ、大友
健市代表理事が「青少年の育成に役立て
てください」とあいさつ。宇南山忠明教
育長に善意を手渡しました。宇南山教育
長は「町民の皆さんや子どもたちのため、
町図書館の充実を図ります」と謝辞を述
べました。

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び
い

な
、
和
み
い
な（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の
や

営
業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関

す
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
氏
名
、
住
所
お
よ
び
連
絡
先
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

※
「
ご
意
見
箱
」
で
は
、
回
答
を
ご

希
望
の
場
合
、
事
実
や
状
況
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、
氏
名
、
住
所
お

よ
び
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
頂
い
た
ご
意
見
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
確
認
の
た
め
ご
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
広
報
で
回
答
す
る
際
に
は
、

氏
名
を
伏
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

▼
勤
務
場
所　

町
内
こ
ど
も
園

▼
提
出
書
類

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
５
月
25
日（
金
）

ま
で
に
こ
ど
も
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

履
歴
書
は
こ
ど
も
課
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
方
法

　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
試
験
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間　

雇
用
決
定
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課　

こ
ど
も
園
係（
ひ
ま
わ

り
こ
ど
も
園
内
）

☎（
23
）４
１
０
５

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
差
し
控

え
ら
れ
た
た
め
に
接
種
機
会
を
逃

し
た
人（
特
例
対
象
者
）に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
未
接
種
人
に

は
個
別
通
知
し
て
あ
り
ま
す
。

６
月
５
日（
火
）開
会
予
定
と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

※
一
般
質
問
は
11
日（
月
）、
12
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

○
郵
送
宛
先

〒
９
６
９
｜
３
１
２
３　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

５
月
24
日（
木
）か
ら
６
月
22
日

（
金
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
６
月

20
日（
水
）の
消
印
ま
で
を
有
効
と

し
ま
す
。

▼
受
験
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

こ
ど
も
園
保
育
教
諭

業
務
嘱
託
員

　

町
こ
ど
も
課
で
は
、
次
の
と
お
り

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

こ
ど
も
園
保
育
教
諭　

４
人

▼
資
格
要
件

・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人

・
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
で
満
65

歳
以
下
の
人

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関

す
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。
な
お
、
保

育
業
務
の
た
め
交
替
勤
務
と
な
り
ま

す
。

６
月
議
会
に
お
い
で
く
だ

さ
い

　

議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
役
場
３

階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍
聴
席

入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

６
月
６
日（
水
）

　
「
議
会
だ
よ
り
１
５
０
号
」
で
は

・
不
足
分
を
20
歳
未
満
ま
で
定
期
接

種
と
し
て
接
種
可
能

②
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
７
歳
６
カ
月
に
な
る
前
ま
で
に
Ⅰ

期
３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

人
は
、
Ⅱ
期
の
９
歳
か
ら
13
歳
未
満

の
間
に
Ⅰ
期
の
未
接
種
分
が
接
種
可

能※
た
だ
し
、
７
歳
６
カ
月
に
達
し
た

日
か
ら
９
歳
に
至
る
ま
で
は
公
費
で

接
種
出
来
ま
せ
ん
。

▼
料
金　

無
料

▼
そ
の
他

　

平
成
21
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま

れ
の
人
に
は
、
順
次
、
日
本
脳
炎
Ⅱ

期
の
個
別
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

意
見
箱

予
防
接
種

議
　
会

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

平
成
31
年
度
採
用

町
職
員
候
補
者

　

平
成
31
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
行
政
職（
一
般
事
務
）
　　

大
学
卒

程
度

○
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度

○
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
、
い
ず
れ
の
職

種
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

○
行
政
職　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成
31

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者○
保
健
師
職　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
健
師
お
よ
び
看
護
師
の
両
方
の
資

格
・
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成

31
年
４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
幼
児
保
育
教
育
職　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
の
両
方

の
資
格
・
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
者（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
試
験
の
方
法

【
一
次
試
験
】

○
期
日　

７
月
22
日（
日
）

○
場
所　

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷

川
１
番
地
）

○
内
容　

・
行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
行
政
の
専
門
試
験

・
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度
の
教
養

試
験
と
保
健
師
の
専
門
試
験

・
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

の
教
養
試
験
と
幼
稚
園
教
諭
の
専
門

試
験

※
全
職
種
で
事
務
適
性
検
査
・
一
般

性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

が
あ
り
ま
す
。

【
二
次
試
験
】

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

表
に
「
行
政
職（
ま
た
は
保
健
師
職
・

幼
児
保
育
教
育
職
）試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
先
明
記
の
封
筒

（
角
型
２
号
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

募
　
集

宇南山忠明教育長に善意を手渡す大友代表理事
（左から２人目）ら
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て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税

の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

高
齢
者
見
守
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

交
付
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
度
よ
り
、
認
知
症
高
齢
者
が

徘
徊
や
迷
子
な
ど
で
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
き
に
、
早
期
に
身
元
が
判

明
で
き
る
よ
う
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

シ
ー
ル
」
の
交
付
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
申
請
で
き
る
人

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
認
知
症
に

よ
り
徘
徊
を
す
る
可
能
性
の
あ
る
在

宅
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
親
族

や
支
援
者
。

▼
申
請
方
法　

　

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
保
健
福

祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い（
申
請

に
あ
た
り
、
緊
急
連
絡
先
と
な
る
支

援
者
２
人
以
上
の
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
）。

は
？　

　

認
知
症
は
症
状
の
軽
い
う
ち
か
ら

適
切
に
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
早
期
対
応
を
行
う
こ
と
を
認
知

症
初
期
集
中
支
援
と
呼
び
、
チ
ー
ム

は
医
療
や
介
護
の
専
門
職
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

　

40
歳
以
上
の
自
宅
で
生
活
し
て
い

る
認
知
症
の
人
や
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
人
で
、現
在
、医
療
や
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
、
ま
た
は
中

断
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
費
用
な
ど　

　

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
支
援
内
容　

　

依
頼
を
受
け
た
チ
ー
ム
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
認
知
症
の
程
度
に
応
じ

て
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
勧
め
た
り
、
生

活
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
り
す
る
な

ど
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
先

　
「
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る

が
、
病
院
に
も
行
か
ず
、
介
護
の
相

談
も
し
て
い
な
い
」、「
認
知
症
の
症

状
で
家
族
が
対
応
に
困
っ
て
い
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
健
福
祉

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
72
）１
５
３
０

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

▼
利
用
方
法　

　

利
用
決
定
後
、「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付

き
シ
ー
ル
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
杖
や
か
ば
ん
な
ど
身
の
回
り
の

も
の
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
発
見
者

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
電
話
番
号
と
利
用
者
Ｉ
Ｄ
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
伝
え
る
と
、
登
録
さ
れ
た

親
族
や
警
察
署
な
ど
へ
連
絡
が
行
き
、

高
齢
者
の
保
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
利
用
料　

無
料（
再
交
付
、
追
加
交
付
は
有
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
活
動
開
始

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た

め
に
、
町
で
は
４
月
か
ら
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
に
関
わ
る
「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
や
教
育

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切

な
税
金
で
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限

（
平
成
30
年
５
月
31
日
）ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
方
法

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
ご
納
付
く

だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
た
と
き
の
領
収
証
書
に
は
、
継
続

検
査（
車
検
）用
の
納
税
証
明
書
が

付
い
て
い
ま
す
。
車
検
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一

緒
に
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

▼
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
ま
た

は
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
税
額

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
期
限
は
自
動
車
税
、

軽
自
動
車
税
と
も
納
期
限（
平
成
30

年
５
月
31
日
）ま
で
で
す
。
期
日
ま

で
に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

　

猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
５
月
25
日（
金
）

ま
で
に
農
林
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

平
成
30
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎（
62
）２
１
１
６

平
成
30
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従

業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業

所
を
対
象
に
、
平
成
30
年
６
月
１
日

時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

納
期
限
後
に
申
請
し
た
場
合
、
申
請

の
翌
月
以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な

り
ま
す
。
年
度
途
中
で
減
免
の
要
件

に
該
当
し
た
場
合
も
、
申
請
の
あ
っ

た
翌
月
以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な

り
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
税

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

☎（
29
）５
２
６
１

軽
自
動
車
税

税
務
課　

賦
課
係　

☎（
62
）２
１
１
３

農
林
課
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

 

町
農
林
課
で
は
、
次
の
と
お
り
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
人
員

・
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業　

臨
時

職
員　

１
人

・
放
射
能
簡
易
分
析
業
務　

臨
時
職

員　

１
人

▼
資
格
要
件

・
自
動
車
普
通
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と

▼
必
要
な
経
験
な
ど

・
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

の
操
作
が
で
き
る
こ
と

▼
勤
務
条
件

福
　
祉

税
　
金

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

告　

示

・
第
２
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
３
号
「
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
の
休
止
に
つ
い
て
」（
上
下
水
道

課
水
道
管
理
係
）

・
第
４
号
「
放
置
自
転
車
等
移
送
、

保
管
に
係
る
告
示
」（
総
務
課
行
政

管
理
係
）

・
第
５
号
「
猪
苗
代
町
議
会
定
例
会

の
招
集
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
） 

・
第
６
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
） 

・
第
７
号 

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
多

生
苑
〉」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
）

・
第
８
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て
〈
猪
苗
代
町
指
定
訪
問
介
護
事

業
所
〉」

 

（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
）

・
第
９
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に

つ
い
て〈
い
な
わ
し
ろ
ホ
ー
ム
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
指
定
通
所
介
護

事
業
所
〉

 

（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
） 調

　
査

掲
示
板

募
　
集

・
第
10
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て〈
磐
梯
町
保
健
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
〉」 （
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
）

・
第
11
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
咲

楽
の
里
〉」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
）

・
第
12
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
咲

楽
の
里
〉」 （
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
）

公　

告

・
第
１
号
「
平
成
30
年
１
月
分
『
農

用
地
利
用
集
積
計
画
』」（
農
業
委
員

会
農
地
係
） 

・
第
２
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て（
第
８
号
）」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
３
号
「
猪
苗
代
町
森
林
計
画
（
平

成
29
年
度
変
更
） 

」（
農
林
課
農
林
整

備
係
）

・
第
４
号
「
平
成
30
年
２
月
分
「
農

地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員
会

農
地
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード見本
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つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果
、
食
品

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値

（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
）を
下
回
っ

て
い
た
場
合
で
も
出
荷
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
品

目
は
、
加
工
用
原
材
料
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

▼
放
射
性
物
質
の
検
査

　

野
生
の
山
菜
を
出
荷
・
販
売
す
る

場
合
は
、
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
安
全
が
確
認

さ
れ
た
品
目
の
み
出
荷
・
販
売
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
農
林
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
家
消
費
用
の
山
菜
に
つ
い
て
は
、

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
ア

グ
リ
い
な
）で
放
射
性
物
質
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

☎（
85
）７
１
３
７

▼
食
中
毒
に
注
意

　

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
防
止
の

た
め
、
知
ら
な
い
山
菜
は
採
取
し
た

り
、
食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

判
断
に
迷
う
場
合
は
、
専
門
家
や
研

究
機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
農
林
事
務
所　

森
林
林
業
部

林
業
課 

☎
０
２
４
１（
24
）５
７
３
４

町
農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

☎（
62
）２
１
１
１

相
談
事
お
聞
き
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
法
務
省
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
が
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
・
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
差
別
、
い
じ
め
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困

り
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
１
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基
準

☎（
62
）２
１
１
８

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出

荷
す
る
際
の
注
意
点

　

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出
荷
す
る
際

に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
猪
苗
代
町
で
は
、「
コ
シ
ア

ブ
ラ
」「
タ
ラ
ノ
メ
」「
ネ
マ
ガ
リ
タ

ケ
」「
野
生
キ
ノ
コ
」
が
出
荷
制
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
品
目
に

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
は
、
町
内
の
木
造
住
宅（
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
）に
つ
い
て
建
築
士
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
28
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

総
務
省
で
は
、
猪
苗
代
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
次
の
人

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

町
村
な
ど
の
役
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

５
月
１
日（
火
）か
ら
31
日（
木
）

ま
で
の
１
カ
月
間
は
「
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間

で
す
。
町
で
は
、
期
間
中
、
次
の
と

お
り
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

５
月
16
日（
水
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※
次
回
相
談
会
は
６
月
20
日（
水
）

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

相
　
談

宮澤　重正さん

☎（66）3995
（下舘）

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅（
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
の
も
の
）

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
28
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

高齢者を狙った

なりすまし詐欺に注意

　県内の高齢者を狙ったなりすまし詐欺が増加しています。
被害に遭わないよう、怪しい電話などがあった場合には、す
ぐに警察や消費生活センターなどに相談しましょう。
●詐欺の特徴
　家族や警察、銀行員や地方公共団体職員などになりすまし、
電話などを通してお金をだまし取る手口です。
●対処方法
　電話で現金の送付や振込みを要求してきたら、詐欺を疑い
ましょう。高額な請求に対しても、慌てて現金やカードを用
意せず、まずは警察や消費生活センターまたは家族に相談し
ましょう。
●相談先
　猪苗代警察署　☎（63）0110
　県消費生活センター　☎ 024（521）0999　

住
ま
い

補
助
金

注
　
意

！　県内のクマによる人身事故で最も多いケースが山菜採
取中です。山菜は冬眠明けのクマの貴重な食べ物でもあ
り、気付かないうちに近づいてしまいます。
　山菜採取をする際は、クマ鈴などの音の出る物を必ず
携帯し、周囲に十分気を配るようお願いいたします。

■出会わないようにするための心構え
○クマ鈴、笛、ラジオなどを必ず携行する。
○クマの糞や足跡、クマ棚が確認されたら、クマが近く
にいる可能性が高いので特に周囲に注意する。

■出会ったときに興奮しない、興奮させない
ために

○遠くにクマがいるのを発見した場合は、慌てずそっと
立ち去る。
○クマが興奮するので、大声で叫んだり、石や棒を投げ
つけたりしない。
　　　　　　　　
　　　　　　　　問農林課　農林整備係　☎（62）2116

クマに注意しましょう！

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を
募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜ
ひご活用ください。手続きや料金など、詳しく
は下記に問い合わせください。
 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中
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●定員　10 人
②【国内旅行業務取扱管理者（旅行
業約款編）】
●日時　７月 23 日（月）、24 日（火）、
26 日（木）、30 日（月）、31 日（火）、
８月２日（木）
午後６時～午後８時（計 12 時間）
●費用　受講料 4,300 円、教材費
3,024 円
●申込締切　７月６日（金）
●定員　15 人
③【ＪＷ＿ＣＡＤ製図スキルアップ

（建築図面編）】
●日時　７月 23 日（月）、24 日（火）、
30 日（月）、31 日（火）
午前９時～午後３時（計 20 時間）
●費用　受講料 6,700 円、教材費
3,456 円
●申込締切　７月６日（金）
●定員　5 人
④【電気回路の測定と配線図読解の
基礎】
●日時　７月 25 日（水）、８月１日

（水）
午前９時～午後４時（計 12 時間）
●費用　受講料 3,100 円、教材費
3,024 円
●申込締切　７月９日（月）
●定員　5 人
　受講を希望する人は、「テクノセ
ミナー受講申込書」に必要事項を記
入し、メール、郵送、持参、もしく
はＦＡＸで送信してください。「テ
クノセミナー受講申込書」は、本校
ホームページに掲載しています。詳
しくは、ホームページ内の「経営企
画部門」をご覧ください。
　本校フェイスブックページもご覧
ください。
問テクノアカデミー会津
☎（27）3221
http://www.tc-aizu.ac.jp/
E-mail:aizu-ta@pref.fukushima.
lg.jp 
●その他　企業の要望に応じてコー
スを設定する「オーダーメイド」も
ありますので、お問い合わせくださ
い。

い。
　また、国や県の登録を受けずに貸
金業を営む、いわゆる「ヤミ金融」
業者には十分ご注意ください。ご利
用されている貸金業者の登録状況に
関する問い合わせや不正に利用され
ている預貯金口座に関する相談も受
け付けています。
●受付時間　午前８時 30 分～正午、
午後１時から午後 16 時 30 分（祝日、
年末年始を除く月曜日～金曜日）
問財務省福島財務事務所　理財課
☎ 024（533）0064（多重債務相談窓
口専用）

　「出前講座」のご案内

　財務省福島財務事務所では、小学
生から高齢者の皆さんに向けて、金
融や国の財政などをテーマに出前講
座を行っています。費用は一切かか
りませんので、お気軽にお問合せく
ださい。
問財務省福島財務事務所　総務課
☎ 024（535）0301

　歯科口
こう

腔
くう

健康診査を
　実施します

　県後期高齢者医療広域連合では、
被保険者の皆さんの歯科健康保持お
よび疾病予防のため、下記の内容で
歯科健診を実施します。
　歯の健康は、口

こう

腔
くう

状態の悪化によ
る歯周病予防やかむ力の低下による

　「しあわせ金婚夫婦」に
　表彰状と記念品を贈呈

　県老人クラブ連合会と福島民報社
では、県内で結婚 50 年の金婚式を
迎えた夫婦に表彰状と記念品を贈呈
しています（老人クラブの会員でな
くても申し込みできます）。
　福島民報新聞紙上に名前と年齢が
掲載されることをご了承ください。
●表彰該当者　昭和 43 年 1 月 1 日
から同年 12 月 31 日までに結婚し、
金婚 50 年を迎えた夫婦。また昨年
までに申し込みをしなかった夫婦も
その対象となります。　
●受付期間　7 月 10 日（火）まで
●申し込み先　町社会福祉協議会
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
問町社会福祉協議会
☎（62）5168

　

　多重債務・貸金業に
　関する相談窓口

　財務省福島財務事務所では、返済
しきれないほどの借金を抱え、お悩
みの人からの相談に応じています。
借金の状況をお聞きし、必要に応じ
弁護士・司法書士などの専門家に引
き継ぎを行います。秘密厳守、相談
は無料です。お気軽にご相談くださ

　　

相　　談

町の人口

 30 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,278 人
　　世帯数　　　  4,923 戸
　　出生　10 人　  転入    89 人
　　死亡　31 人  　転出  131 人

   今月の納期
（納期限５月 31 日）

●軽自動車税　
 　　　　　　　

●上下水道使用料
                        ５月分

誤えん性肺炎予防のために大変重要
です。
　この機会に歯科健診を受診しま
しょう。
●対象者　県後期高齢者医療の被保
険者で、昭和 17 年４月２日から昭
和 18 年４月１日までに生まれた人

（前年度に 75 歳に達した人）
●健診項目　問診、歯（義歯）、か
み合わせ、歯周組織、えん下の状態
など
●健診費用　無料
● 健 診 期 間　6 月 1 日 か ら 11 月
30 日まで
●留意事項　
①歯科健診は、登録された医療機関
で実施します。詳しくは、5 月下旬
に各対象者へ配布される案内状をご
覧ください。
②歯科健診が無料で受診できるのは
１回となります。
③東日本大震災により避難されてい
る人も、避難先で受けられる場合が
ありますので、避難先での受診を希
望される人は、下記問い合わせ先ま
でご連絡ください。
④長期入院されている人や介護施設
へ入所されている人は、対象となら
ない場合があります。
問県後期高齢者医療広域連合　
☎ 024（528）9024

　セミナー受講者募集

　テクノアカデミー会津では下記の
とおりセミナーの受講者を募集しま
す。
●募集コース
①【第二種電気工事士（実技）上期】
●日時　７月９日（月）、11 日（水）
17 日（火）、19 日（木）
午前９時～午後３時（計 20 時間）
●費用　受講料 4,700 円、教材費
15,000 円
●申込締切　６月 22 日（金）

セミナー

募　　集
　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 30 年３月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！高齢者宅を狙った不審電話
が増えています。話の中で、お金の手渡し・振り込み
の指示があったときは、すぐに家族や知人か警察（110
番）に相談してください。

◎６歳未満の子どもを乗せるときは、必ずチャイルド
シートを使用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 30 年 平成 29 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 19 10 9 90.0
磐 　 梯 　 町 3 0 3 300.0
裏 　 磐 　 梯 4 4 0 0.0

　　　計 26 14 12 85.7

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
30 年 29 年 30 年 29 年 30 年 29 年

窃盗犯計 15 9 2 3 4
空き巣
金庫破り 1 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 1
倉庫荒らし 2
侵入盗その他 2
置引き 3
車上ねらい
部品ねらい
脱衣場ねらい 1 1
自販機ねらい 3 1
万引き 1
職場ねらい 1 1 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 3 1 1 2
非侵入盗その他 2 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1
詐欺・横領

遺失物等横領
器物損壊 1 1

その他の刑法犯 2 1
総　計 19 10 3 0 4 4
増　減 9 3 0

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 10 5 2 1 1 0
増　　減 5 1 1

５月 10 日～６月末の窓口業務延長日は、
５月 22 日と６月５日、19 日です。編

集
後
記

▼
３
月
に
暖
か
い
日
が
続
い

た
せ
い
か
、
猪
苗
代
町
に
も

桜
前
線
が
例
年
よ
り
も
早
く

や
っ
て
き
ま
し
た
。「
今
年

こ
そ
は
き
れ
い
な
写
真
を
撮

る
ぞ
」
と
意
気
込
み
、
カ
メ

ラ
片
手
に
町
内
の
桜
の
名
所

を
何
度
も
巡
っ
た
の
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
風
景
写
真
は
と
て

も
難
し
い
で
す
ね
。
何
枚
も

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た

が
、
私
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

う
も
の
ば
か
り
。
精
進
あ
る

の
み
で
す
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月
第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

健　　康

暮らしの情報広場



庄司　朝
あ さ

陽
ひ

さん（４年）
※作品は３年生時制作

「モチモチの木」

国語の教科書「モチモチの木」
の場面を描きました。木の枝
の隙間から夜空が見えるよう
に細かいところまで丁寧に色
を塗りました。木の枝が月に
重なって見えるように工夫し
ました。

Our  Museum

「ひみつのたまご」

（作品に込めた物語）
僕が鳥の卵を温めるとミミズ
クが生まれました。僕は、毎
日餌を探しに行って食べさせ
ました。ミミズクは大きく
なって卵を産んで、かわいい
ひながかえりました。

みんなの美術館
５月は猪苗代小学校のお友達の作品です

ま
ち

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
    広

報
 猪

苗
代

N
o.691 M

ay.2018
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

    http://w
w

w
.tow

n.inaw
ashiro.fukushim

a.jp/　
2018

年
5

月
10

日
発

行
　

■
発

行
　

福
島

県
猪

苗
代

町
　

■
編

集
　

総
務

課
〒

969-3123　
福

島
県

耶
麻

郡
猪

苗
代

町
字

城
南

100　
☎

 0242(62)2111

■一口メモ■
　減塩しょうゆを使い、塩分をカットします。切り昆布や凍み豆腐といったカルシウムの多い食材を取
ることができ、骨粗しょう症予防につながります。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 251

一ノ瀬陽
は る

人
と

さん（３年）
※作品は２年生時制作

【材料】４人分
・つまみタラ  50㌘・酒  50cc・ニンジン  1/3 本・アス
パラガス  ３本・切り昆布  50㌘・凍み豆腐  １枚

・Ａ｛減塩しょうゆ  小さじ１・だし汁  大さじ２・砂糖  
小さじ１｝

【作り方】
①つまみタラを水洗いし、酒をかけて一晩おきます。
② ニンジンは細切り、切り昆布は４～５㌢の長さに切
ります。アスパラガスを斜め切り、凍み豆腐は水で戻し
て短冊切りにし、それぞれをさっと茹でます。
③ボウルにＡを合わせて①を汁ごと入れ、②を加えて混
ぜ合わせます。
④器に盛って出来上がりです。冷蔵庫で１週間程度保存
できます。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 94㌔㌍、塩分 2.1㌘

つまみタラと

　アスパラガスの和え物

（骨粗しょう症予防メニュー）


